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第５章 計画の評価（PDCA)            

 

①計画の見直し 

都市の変化、気候条件の変化等を踏まえ新たな被害想定が作成される等により、防災都

市づくりで想定すべき災害を変更する必要が生じた場合には、本計画の見直しを行う。 

 

②定期的な施策の評価手法  

１） 整備率・施策実施率・数値指標(成果指標）による計画の進捗管理 

地域防災計画、アクションプラン、実施計画等に掲げる施策の実施目標、整備目標

等を活用し、防災都市づくりに位置付けた施策進捗を定量的に進捗管理していく。 

 

２） 防災まちづくり情報マップ作成による計画の進捗管理 

「災害リスク情報」の分布状況の変化と防災都市づくり計画に位置付けた施策の取

り組み実績を反映した「都市に関する情報」を図面化し、重ね合わせ図を作成し、定

期的に都市レベルの課題の分布状況の変化や重点地区等の地区レベルの取り組みを

評価し、施策の見直し等を行う。 

 

（解説） 

継続的な計画の運用方法（PDCA）について、計画策定後の見直し・更新時期や、防災都

市づくりに位置付けた施策進捗を今後定量的に進捗管理していく方針等を掲載する。 
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例）整備プログラムによる計画の進捗管理 

東京都防災都市づくり推進計画は、基本方針と整備プログラムにより構成されている。 

整備プログラムでは、基本方針の各項目について整備計画・整備目標が示されるとと 

もに、緊急整備地域を提示し、地域ごとの具体的な整備計画等を位置づけている。 

 

・延焼遮断帯の整備の方針 

 防災骨格軸の形成率：95％ 

・緊急輸送路の機能確保の方針 

 緊急輸送道路の沿道耐震化率：100％ 

・市街地の整備の方針 

 重点整備地域の不燃領域率：65％ 

・避難場所等の整備の方針 

 避難有効面積不足箇所数：0 か所 等 

■基本方針（整備方針） ■基本方針（重点整備地域の指定） 

延焼遮断帯、市街地整備、避難場所、規制・誘導
策、耐震化について事業・施策を整理 
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